
【宗谷に乗って間もない

小さなたけし】

隊員の両手の中にすっぽり

おさまっています。

　

子猫はなぜ南極へ？

子猫のたけし、南極へ

【『南極新聞』より

猫の名前の募集記事（右）と、

名前が決定したときの記事（左）】

　第 1 次隊が観測船「宗谷」で南極へ向けて港を出る直前の

こと。作業に追われる隊員のもとに、1 匹の子猫を抱えた女

性がやってきました。

「オスの三毛猫は縁起が良いので、航海のお守りとして連

れて行ってください」

　手渡された隊員は了解し、子猫は宗谷に乗せられることに

なりました。この猫が、のちに観測隊とともに越冬した唯一

の " 南極猫 " として語り継がれることになる「たけし」です。

　たけしの名は、船内で発行する『南極新聞』で募集しまし

たが、応募数がわずかで決まらず、相談の上、第 1 次隊の永

田武（ながた たけし）隊長の名前にちなんで名づけられまし

た。隊長は喜びつつも、「コラ、たけし！」などと、いい気

持ちで怒鳴る隊員が続出するだろう、と苦笑していたとか。

　こうしてたけしは、第 1 次隊とともに南極に向かい、昭和

基地の暮らしを体験することになったのです。

　

　

【永田武隊長】

隊員の服の中でぬくぬく…♪

Ａ

Ｑ 南極を離れる宗谷を見送る隊員たち。

さて、たけしはどこにいるでしょう？

「たけし」「タケシ」「武」といろいろな表記がありますが、極地研アーカイブ室、南極・北極科学館では、『南極

新聞』の表記「たけし」を使用しています。（元データが「タケシ」「武」となっている場合はそれに準じます。）

たけしの名前について

▲

猫のたけし
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